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顎下型ガマ腫の再発症例に対して、

深瀬らのOK-432注入療法を施行した。
　

その治療経験を報告する。



症　例症　例

　18歳男性。

　12歳時、右顎下型ガマ腫を新潟労災病院に
おいて手術。被膜がはっきりせず、嚢胞を可

及的に除去した。

　平成16年3月（6年後）、反対側の顎下部腫脹
を生じ、当科を受診。



局　所　所　見局　所　所　見

右に前回の手術痕

息んだ時、左顎下部に無痛性腫脹を生ずる。



Ｃ　Ｔ　所　見Ｃ　Ｔ　所　見

筋層内に被膜を伴わない嚢胞像を認める。



準　　　備準　　　備

　3．OK-432注入

①

②

1．局部麻酔　　　　
2．内容吸引（１８Ｇ）



　嚢胞内容と治療経過　嚢胞内容と治療経過

内溶液を11ml吸引、

1KEのOK-432を同量の生食で希釈し注入。

注入２日後から３日間、局所の熱感と腫脹を生じ、
その後、徐々に縮小（現在進行形）。



治療後１週の所見治療後１週の所見

頚部腫脹は硬く変化（縮小傾向）。

ＣＴでは被膜らしきものを確認できる。



OKOK--432432の成分と作用の成分と作用

　OK-432（商品名：ピシバニール）は

　Ａ群溶血性連鎖球菌の弱毒の自然変異株
（Su株）をペニシリンで処理した製剤。

　注射した場所に強い炎症を引き起こし、

　種々のサイトカイン（免疫因子）を産生させる

ことにより免疫増強作用を表す。



OKOK--432432の効果の効果

　　 OK-432を癌性胸膜炎・腹膜炎（癌のために、胸や
腹に水が貯まる状態）などの際に胸腔や腹腔内に
投与すると、腔内の癒着を促し胸水や腹水の貯留
に対して非常に有効。

　　また、OK-432を皮内に注射した場合、注射局所は
強い炎症を起こすが、瘢痕を残さずに治癒すること

も知られていた。



嚢胞状リンパ管腫への応用嚢胞状リンパ管腫への応用

　　これらの作用を応用したのがOK-432嚢胞内注入
療法で、最初は嚢胞状リンパ管腫で始められた。

　　1987年、京都府立医大の荻田らはOK-432を嚢胞

内に注入する治療法を発表。本治療法は「嚢胞状リ

ンパ管腫に対しては効果が手術よりも確実でしかも

安全である」ため、現在この病気の第一選択の治療

法となっている。（1995年保険適応取得）



ガマ腫、その他への応用ガマ腫、その他への応用

　　 1992年、深瀬らがOK-432嚢胞内注入療法
を初めてガマ腫に応用。以来、80例を越える
頭頸部の嚢胞性疾患に対し本治療を施行。

　その成績は、ガマ腫・耳血腫・舌嚢胞・正中頸

嚢胞などでは極めて有用で、手術に代わりう

る可能性大と期待された。



治療成績（深瀬ら）治療成績（深瀬ら）



適応疾患適応疾患



治療参加依頼治療参加依頼



ま　と　めま　と　め

　顎下型ガマ腫の再発症例に対して
　OK-432注入療法を施行した。

　まだ、治療効果を判定するには時期早々

だが、深瀬Ｄｒのホームページが、治療を

おこなう上で非常に参考になった。
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